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〈ねらい〉
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に通学路の安全点検や安全マップづくり等を行う活動をすることに

より、地域ぐるみでの学校安全活動の充実を図るとともに、子ども

たちが「自他の命を守る

して実施する。
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  特に、児童に対して「自分の身は自分で守る！」という危険予測・回避能力の育成が重要であ

るとの助言をいただきました。
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   学校安全アドバイザー、スクールガードの方、警察官の方達に
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することにより、その後の「危険箇所点検」「ＫＹＴ資料の作成」に意欲的に取り組
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